
学校番号 １０６ 

令和５年度 体育科 

 

教科 体育 科目 スポーツ概論 単位数 １単位 年次 ３年次 

使用教科書 基礎から学ぶ「スポーツ概論」（大修館書店） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

スポーツ栄養を学び、自分たちの食生活に置き換え、考える力を身につけよう。 

スポーツ心理学を学び、自分たちの競技と経験に活かす力を身につけよう。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・「する、みる、支える、知る」といった生涯にわたる豊かなスポーツライフを卒業後にも主体的

に実践できるようにする。 

・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展、また武道との関わりに結び付けながら理解する。 

・運動やスポーツの効果的な学習の仕方についての学習に主体的に取り組むこと。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

スポーツ文化を尊重

し、主体的、合理的、

計画的に「スポーツ概

論」の学習に取り組も

うとする。 

生涯を通してスポー

ツの振興発展に寄与

することを目指して、

「スポーツ概論」の課

題に応じた運動や学

習の取り組み方、健や

かな心身の高め方や

維持の仕方を工夫し

ている。 

 「スポーツ概論」に

関して、スポーツの

専門的な実践に関す

る具体的な事項及び

スポーツの振興発展

に寄与するための理

論について理解して

いる。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

受講態度の観察  ノート 

スポーツ概論の考査

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
・２
学
期 

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

・競技力向上に必要な基礎知

識 

・自分の体をマネジメントする 

 

・栄養でパフォーマンスを高

める 

・スポーツ栄養の基礎 

〇 〇  〇 aスポーツのさまざまな指導法

と安全確保について、意見交換

や自身の考えを発表するなど

の活動を通して、学習に自主的

に取り組もうとしている。 

b: スポーツのさまざまな指導

法と安全確保について、必要な

情報を比較したり分析したり

してまとめた考えを説明でき

る。 

d: スポーツのさまざまな指導

法と安全確保について、言った

り書き出したりしている。: 

 

受講態度の

観察 

ノート 

スポーツ概

論のテスト 

３
学
期 

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

・スポーツ心理学 

・メンタルトレーニングについ

て 

〇 〇  〇 aスポーツのさまざまな指導法

と安全確保について、意見交換

や自身の考えを発表するなど

の活動を通して、学習に自主的

に取り組もうとしている。 

 

b: スポーツと心理学の関係を

理解し、自分の競技・経験と照

らし合わせながら考えること

ができる。 

 

d: スポーツと心理学の関係性

を理解し、自分の考えをもって

説明することができる。 

受講態度の

観察 

ノート 

スポーツ概

論のテスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度      b:思考・判断 

c:運動の技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


